
曾

醐
覇
載
世
話
類
」
聚
、
娠
脚
棘

か
た
事
な
を
し

『
か
た
こ
と
』
の
系
譜
 
そ
の
二
i

白

木

進

汎
例
 
本
稿
の
中
の

A
、
㊧
は
『
か
た
こ
と
」
、
㊧
は
『
浮
世
鏡
第
三
」
の
略
号
で
あ
る
。

B
、
㊧
1
8
、
㊥
2
5
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
か
た
こ
と
1
8
条
（
笠
間
選
書
5
3
か

た
こ
と
参
照
）
、
浮
世
寺
第
三
2
5
条
（
同
心
恐
恐
「
か
た
こ
と
」
考
の
付
録
頭
注

浮
世
鏡
第
三
参
照
）
を
指
す
。

N

一
難
世
話
類
聚
に
つ
い
て

、

1
、
世
話
類
聚
の
諸
本

 
国
書
総
目
録
に
い
プ
つ
、

世
話
類
聚
鵬
砺
 
↓
冊
 
類
語
彙
 
動
 
岩
瀬
（
柳
亭
種
彦
書
入
本
）
と
。

縦
2
4
セ
ン
チ
 
横
1
7
セ
ン
チ
 
3
1
葉
。
序
文
の
終
り
に
 
海
汀
疑
木
軒
。
歩
浄
誌

と
あ
り
．
或
い
は
著
者
の
名
か
。
序
文
に
は
年
月
日
の
記
入
な
く
、
奥
書
も
欠

く
。
刊
年
不
明
つ

 
岩
瀬
文
庫
本
以
外
の
世
話
類
聚
に
つ
い
て
は
、
「
方
言
」
の
四
巻
1
2
号
（
昭

9
、
1
2
、
）
に
泉
井
久
之
助
氏
の
「
世
話
類
聚
」
の
片
言
に
つ
い
て
 
の
一
文

あ
り
、
京
都
で
池
上
貞
一
氏
本
・
石
浜
岩
本
（
共
に
写
本
）
の
世
話
類
聚
を
見

て
の
立
論
で
あ
る
。
ま
た
国
研
に
油
印
版
な
が
ら
東
条
操
旧
蔵
本
の
世
話
類
聚

が
あ
る
。
以
上
の
覚
者
を
比
較
表
示
す
る
と
左
の
如
し
。

項
強

弓
の
表
紙

に序
文
の
後

に駿
の
後
に

巻
末
に

拾
 
 
遺

1
岩
瀬
本

 
 
（
3
1
葉
）

海
汀
疑
木
軒

品
少
子
誌
・

世
話
類
聚
拾
三

一
木
子
撰

2
池
上
．
本

海
訂
三
木
軒

写戌享
之仲保
 尊詠

鑛
3
石
浜
本

藤
井
玄
仲
老

斉
書

海
汀
疑
軒

4
国
難
の
油

印
版
本

、
 
（
1
9
葉
）

海
影
野
軒

（但

ｵ
拾
遺
に
該
当
す
る
一
6
岬
句
は
、
本
文
の
中
に
適
宜
に
追
加
記
入
さ
れ
て
い
る
。
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

岩
瀬
本
最
後
の
二
葉
は
拾
遺
で
、
拾
遺
の
あ
る
の
は
岩
瀬
本
の
み
。

（
2
・
3
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麟脳

f
世
話
類
聚
、
娠
珊
林
か
た
事
な
を
し
 
一
「
か
た
こ
と
」
の
系
譜
 
そ
の
二
ー



は
未
見
、
泉
井
氏
の
解
説
本
に
よ
る
。
）

2
、
世
話
類
聚
の
構
成
（
岩
瀬
本
3
1
葉
を
、
仮
に
6
2
頁
と
み
て
、
そ
の
頁
数
を
参
考
に
附
す
。
）

世
話
類
聚
序
・
1
6
ぺ

〃
 
 
目
録
 
7
ぺ

 
正
篇
二
言
三
世
璽
一
口
五
言
六
言
七
言
八
逆
 
・
1
聡
ぺ

 
…
雑
艘
扁
 
片
言
彗
ロ
重
言
讐
口
重
言
不
復
雑
言
口
 
旧
来
選
曲
三
・
口
 
以
錯
謬

 
 
 
 
 
伝
雑
言
 
誰
与
不
溶
雑
雷
・
讐
喩
雑
言
 
⑳
一
5
7
ぺ

世
話
類
 
聚
（
世
話
の
義
と
本
書
作
成
の
意
を
説
く
。
）
純
ぺ

正
篇

二
言
 
9
ぺ
 
二
言
 
1
0
卜
1
2
ぺ
 
言
言
 
1
2
」
1
8
ぺ
 
五
言
”
1
2
2
，
ぺ

六
言
 
 
2
2
-
2
5
ぺ
 
七
言
 
 
2
5
-
2
6
ぺ
 
八
言
 
 
2
7
1
2
8
ぺ

雑
篇

片
言
 
齢
1
3
7
邸
 
重
言
 
3
7
1
4
0
ぺ
 
重
言
不
復
 
4
0
1
4
1
ぺ

旧
来
読
曲
 
q
l
紐
ぺ
 
以
錯
謬
伝
 
4
2
1
磁
ぺ
 
誰
与
不
断
 
猛
一
4
5
ぺ

讐
喩
 
4
5
-
5
0
ぺ

 
三
百
物
 
5
・
1
留
ぺ

 
 
 
疵
物
 
謡
物
 
惜
物
 
危
物
 
無
益
物
 
見
事
物
 
無
用
物
脚
不
レ
応

 
 
 
物
 
斜
二
物
 
聞
色
物

駿
 
5
8
ぺ

 
 
5
9
ぺ
は
絵
白
で
、
種
彦
の
書
き
込
み
あ
り
（
後
述
）
。

世
．
話
類
聚
拾
遺

 
片
言
三
重
言
一
託
音
付
記
 
6
0
 
6
1
ぺ

62

ﾘ
は
余
白
で
、
種
彦
の
書
き
込
み
あ
り
（
後
述
）
。

3
、
著
者
と
著
作
年
代

 
池
上
本
の
巻
末
に
、
享
保
十
五
庚
戌
仲
冬
申
勿
写
之
 
松
月
 
と
あ
り
、
少

な
く
と
も
享
保
1
5
年
（
㎜
）
以
前
の
著
作
で
ば
あ
る
。
葦
子
に
三
寸
疑
木
軒
（
石

浜
本
・
国
研
本
は
海
汀
疑
軒
）
と
名
が
入
れ
て
あ
る
か
ら
、
或
い
は
こ
れ
が

本
書
の
著
者
か
と
泉
井
氏
は
言
い
、
石
浜
本
の
表
紙
に
藤
井
玄
仲
老
斉
書
と
い

う
文
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
野
釣
は
単
な
る
筆
写
者
で
軽
い
と
す
れ
ば
、
走
卒
に

考
え
て
二
人
は
同
人
だ
と
思
わ
れ
、
玄
伸
そ
の
．
人
が
著
者
で
あ
る
よ
う
で
も
あ

る
。
と
も
言
う
。

 
大
田
栄
太
郎
氏
に
「
世
話
重
宝
記
と
世
話
類
聚
に
就
て
」
な
る
論
文
が
あ
る

（
郷
語
書
誌
稿
続
篇
）
。
先
述
の
方
言
四
巻
1
2
号
に
出
た
泉
井
氏
の
解
説
と
、

併
せ
て
載
せ
ら
れ
た
世
話
類
聚
の
雑
篇
「
片
言
」
の
部
の
翻
字
版
と
を
見
て
の

論
で
あ
る
が
、
著
者
に
つ
い
て
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

ω
、
石
浜
本
表
紙
の
藤
井
氏
、
池
上
本
巻
末
の
松
月
と
合
わ
せ
て
藤
井
松
月
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
イ

見
る
な
ら
、
浮
世
呉
竹
（
貞
享
五
“
元
禄
元
年
刊
）
の
著
者
「
藤
氏
松
月
」
と

同
一
人
で
は
な
い
か
。

㈲
、
海
汀
疑
木
軒
か
ら
は
浪
花
の
浜
か
日
本
海
岸
が
考
え
ら
れ
る
が
、
内
容
に

見
る
託
音
の
例
か
ら
す
れ
ば
日
本
海
岸
で
は
あ
る
ま
い
か
。
浮
世
呉
竹
億
「
か

た
こ
と
』
か
ら
の
単
な
る
抜
拳
本
で
あ
り
、
世
話
類
聚
も
未
熟
本
で
あ
る
。
前

書
を
貞
享
5
年
（
翻
）
に
作
り
、
後
書
を
享
保
1
5
年
（
㈱
）
に
写
し
た
と
し
て
も
童
『

い
た
と
し
て
も
、
年
代
的
に
は
無
理
な
く
考
え
ら
れ
る
。
と
し
、
ま
た
題
名
の

む
 
 
む

世
話
と
い
う
語
を
中
心
に
発
展
過
程
を
考
え
る
な
ら
、
下
学
集
．
重
宝
記
大
全

↓
世
話
重
宝
記
↓
世
話
類
聚
と
な
り
、
世
話
類
聚
は
享
保
1
5
年
遅
写
本
で
あ
る
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ヘ
ボ

が
、
も
と
は
元
禄
頃
の
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
と
い
う
。

 
岩
瀬
本
6
2
ぺ
の
種
彦
の
書
き
込
み
に
、

 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

 
副
書
貞
享
〔
綱
吉
時
代
 
撒
一
㎜
〕
の
頃
の
著
述
な
る
べ
し
其
証
別
記
に
か

 
ふ
べ
し
文
政
己
丑
淺
草
に
て
得
た
り
 
柳
亭
種
彦

 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

と
あ
り
、
そ
の
別
記
な
る
も
の
を
種
彦
の
著
作
か
ら
探
し
て
い
る
の
だ
が
未
だ

見
つ
か
ら
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
岩
瀬
本
の
拾
遺
の
後
に
記
す
一
木
子
と
は
富
木
軒
と
関
係
の
あ
る
名
か
否

か
。
拾
遺
に
載
せ
る
片
言
は
5
5
語
、
本
文
の
よ
う
に
字
数
に
よ
る
分
類
も
な
く
、

内
容
的
な
書
き
分
け
も
見
当
ら
ず
、
得
る
に
任
せ
て
書
き
継
い
だ
も
の
と
思
わ

れ
、
中
に
は
再
録
（
半
紙
な
ど
）
も
あ
る
つ
一
木
子
と
は
黒
木
軒
の
中
の
一
木

く
ら
い
の
意
で
、
著
者
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
ロ
 
 
 
 
む

 
な
お
岩
瀬
本
の
序
文
後
の
海
汀
疑
木
軒
の
下
に
小
書
き
せ
る
品
少
子
と
は
謙

 
称
で
も
あ
ろ
う
か
。

4
、
世
話
類
聚
に
み
る
『
か
た
こ
と
」
の
投
影

 
世
話
類
聚
を
一
読
し
て
感
じ
る
こ
と
は
「
か
た
こ
と
」
の
語
句
・
項
目
と
同

じ
も
の
、
類
似
の
も
の
が
非
常
に
多
い
。
特
に
「
片
言
し
の
項
に
多
い
。
試
み

 
む
 
 
む
 
 
む

に
岩
瀬
本
に
拠
．
り
そ
れ
を
拾
い
あ
げ
て
み
る
。

 
 
（
註
）
文
中
の
㊧
は
『
か
た
こ
と
」
、
⑱
は
浮
世
鏡
、
△
は
か
た
こ
と
百

 
 
 
 
 
廿
ケ
条
の
略
号
。
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
か
た
こ
と
（
笠
間
選
書
5
3
）
、

 
 
 
 
 
の
頭
註
か
た
こ
と
に
、
ま
た
「
か
た
こ
と
」
考
（
笠
間
選
書
m
）

 
 
 
 
 
の
中
の
頭
註
浮
世
鏡
第
三
に
附
し
て
あ
る
項
目
番
号
を
指
す
。

正
篇
 
二
言
（
3
9
句
）

凪
ノ
彰
鶏
謙
-
窺
犬
ノ
解
鑑
鉦
己
㊧
兜
以
上
4

 
 
 
三
言
（
9
8
句
）

ナ
イ
ケ
ン
ヨ
モ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ

無
二
権
輿
一
1
㊧
6
7
 
我
佛
貴
一
㊧
鵬

 
 
 
四
言
（
獅
句
）

 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ハ
モ
ル
 
 
 
ノ
ミ
ノ
イ
キ
ル
 
ニ

膝
共
談
合
1
㊧
㎜
 
手
入
足
入
一
㊧
枷
 
磯
息
上
・
天
一
㊧
㎜

 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

物
1
㊧
捌
 
売
詞
買
詞
一
㊧
窩
 
 
（
上
手
成
頼
一
㊥
8
3
）

 
 
 
五
言
（
8
9
句
）

 
 
シ
テ
ト
 
 
ノ
ノ
 
 
 
 
ハ
ホ
ト

寵
愛
高
成
・
尼
1
㊧
窺
 
昔
剣
今
菜
刀
一
㊧
割

以
上
2

ヤ
ス
モ
ノ
ハ

易
物
高

以
上
5

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ル

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
阿
弥
陀
銭
光
1
㊧
1
3

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以
上
3

 
 
 
六
町
（
5
1
句
）
、

 
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
レ
ト
モ
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 
 
 
 
ヒ
ト

雁
八
百
矢
三
文
1
㊧
擶
 
雀
成
・
百
不
レ
忘
・
踊
i
⑳
撤
 
言
二
他
事
一
置
二
目

代
一
一
㊧
窟
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以
上
3

 
 
 
七
言
（
2
5
句
）

 
 
 
八
言
（
2
8
句
）

 
 
 
 
ニ
 
 
 
 
シ
 
 
ニ

恵
言
逆
レ
耳
良
薬
苦
レ
ロ
ー
㊧
7
5
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以
上
1

雑
事
…
（
次
の
解
説
の
語
あ
り
。
句
読
点
は
筆
者
）

片
言
．
覧
タ
讃
ナ
ぜ
・
悲
良
ん
之
肇
畠
・
導
、
蛎
テ
鑑
糞
船

 
カ
 
ロ
ヲ
 
 
 
 
 
ハ
 
 
ト
モ
 
 
 
リ
ト
 
 
ヘ
 
 
 
シ
 
 
シ
 
 
 
シ
テ
 
 
ニ
 
ル
カ

 
脚
之
言
上
也
。
重
言
者
錐
二
歩
詞
異
一
、
其
心
病
同
。
落
下
閑
二
歩
大
路
【
立
中

 
 
カ
ニ
 
 
 
 
 
 
ノ
ナ
リ
ス
ヲ
ニ
シ
テ

 
車
夫
之
前
上
也
。
 
錐
・
畳
三
文
字
与
三
言
語
一
、
其
心
是
別
。
為
二
之
重
言
 
不
7

 
ナ
ラ
 
 
シ
 
タ
ル
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テ
 
 
 
ヲ
 
ビ
ア
ウ
ヲ
 
フ
 
 
 
ニ

 
復
。
如
レ
選
一
瓜
与
7
売
瓜
也
。
以
二
直
音
一
穂
口
程
音
一
唱
二
直
音
｝
、
謂
二
之
旧

 
 
 
ト
シ
ル
カ
 

ニ
 
ニ
コ
シ
イ
ノ
 
ニ
 
ノ
リ

 
来
読
曲
噂
。
如
レ
三
二
講
師
之
席
一
也
。
馬
有
二
止
動
三
一
、
牛
有
二
止
往
画
一
、

 
レ
 
 
 
 
ノ
ニ
 
 
 
ク
 
ツ
 
 
 
 
シ
バ
サ
ト
 
 
 
モ
 
 
ル
ヘ
シ
ほ
 
コ
シ
ラ
ヘ
ク
ル
ニ

是
非
二
三
牛
答
「
。
須
レ
三
二
人
望
為
一
耶
。
 
人
望
不
二
巧
 
認
一
、
 
只
自

 
 
 
 
 
 
 
キ
カ

雌
顯
叔
世
話
類
聚
、
妖
咽
林
か
た
事
な
を
し
 
i
『
か
た
こ
と
」
の
系
譜
 
そ
の
ニ
ー
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ノ
．
・
ナ
ラ
ン
ク
ヲ
「
・
ヲ
リ
フ
ト
シ
ト
 

ス
ル
カ
．

 
然
扇
子
 
耳
。
三
二
之
以
レ
三
三
伝
一
。
如
下
面
人
与
二
聾
人
一
夜
話
上
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ナ
ツ
ン
ボ
 
 
“

 
ナ
マ
ル
ト
 
ト
ハ
 
 
 
 
 
．
シ
 
 
ノ
ト
．
 
 
ノ
 
 
 
 
 
ス
ル
カ
 
 
 
レ
ハ
タ
リ
 
 
レ
ニ

 
 
誰
．
与
レ
不
レ
設
者
如
下
花
洛
人
与
二
東
夷
客
［
雑
居
上
也
。
彼
似
｛
一
干
是
一
、

 
レ
ハ
シ
ト
レ
カ
．
．
ス
ル
カ
．
二
．
レ
．
ト
シ
ク
ヲ
ル
ニ
カ

 
是
如
二
干
彼
一
、
三
校
旧
故
、
似
如
是
則
三
三
也
℃
蓋
閥
二
之
有
人
一
、
是

 
 
カ
 
 
 
 
 
 
 
ル
コ
ト

．
乎
領
導
不
・
能
レ
智
 
 
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
せ

以
下
に
片
言
為
重
言
、
重
言
不
復
、
三
曲
、
．
以
レ
錯
謬
伝
、
誰
与
不
託
、
讐
諭

を
述
．
べ
る
に
当
り
、
そ
の
語
を
解
説
し
た
。
右
の
項
で
新
味
な
の
は
託
与
不
託

で
、
同
音
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
と
り
あ
げ
た
も
の
ら
し
く
、
あ
げ
た
5
2
語
と
附

し
た
円
圏
と
を
左
に
掲
げ
る
。

 
 
O
 
 
O
 
 
 
 
 
△
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
O
 
 
 
 
 
△
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
O
 
 
 
 
 
 
 
O
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
O
 
 
 
 
 
 
 
，

櫨沖花上。栢

様。熾。鼻。神蚊

    囑
海三春下。萱

膿・棺。張。霜

    橋
 雨磯．隅。箸

 錫・鋤。三三

菊釜。鍬。錐

聞。鎌桑桐

酒書鶴・槌

鮭・閾ρ蔓。土

鯖縞紋笠
生。柿。門。七
飯。

 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
．
ス
 
ニ

 
 
 
片
言
雑
言
片
言
音
訓
付
レ
左
正
訓
付
レ
三

浦
難
厩
鍵
磯
全
句
を
程
）

 
．
（
一
字
の
も
の
3
9
語
ソ

ヌ
ノ
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チ
マ
キ
ヲ
．
 
 
 
 
 
 
 
（
ソ
．
、
グ
）

三
一
㊧
瓢
層
 
綜
1
㊧
珊
 
洒
（
㊧
7
7
）

ノ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
マ
キ
．
 
 
 
 
 
 
ス
、
ク
．

ユ
ウ
ベ
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
ヘ
カ
ミ
 
 
 
し
 
 
 
 
ヲ
モ
キ

タ
（
⑱
餅
）

狼
1
＠
説
 
重
一
㊧
鋤

ヨ
．
ン
ベ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
・
カ
メ
，
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
モ
タ
・
ヒ

'力命カ
ツ日ツ
、． テ

テ1

＠
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？己ヲ

書1レ

舞

カ
マ
ヘ
テ

構
一
㊧
脚

カ
ン
マ
ヘ
テ

ツ
イ
ニ

．
終
 
一
㊧
鎚

ツ
イ
ト

チ
ヨ
ヴ
ノ
 
・

折
 
一
㊧
卿

チ
ヨ
ン
ノ

サ
キ
ニ

先
 
1
㊧
2
5

サ
ツ
キ
ニ

ウ
ナ
ギ

繧
一
㊧
畷

ヲ
ナ
ギ

モ
テ
ア
ソ
ビ

翫
 
1
㊧
盟

モ
チ
ヤ
ソ
ビ

．
タ
ル

足タ
ン
ノ

カ
タ
ク
ナ
 

頑カ
タ
ク
ハ

驚峯冠鉛二一沸騰回書乱僧鰹
ロレリム  ロロガガマリススルル
シ三リ シシ筒リゐ協．幽
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（
二
字
の
も
の
悩
句
）

イ
ン
ヂ

印
地
．
㊧
3
2

イ
ン
ヂ
ン

ヲ
チ
ツ
キ

落
著
 
㊧
娚

ウ
チ
ツ
キ

ヲ
ヒ
ル
ナ
レ

御
書
㊧
蹴

ヲ
ヒ
ン
ナ
レ
．

レ
ン
マ

練
磨
．
⑤
川

レ
ン
マ
ン

ウ
シ
ロ
ミ

後
見
⑤
細

ヲ
シ
ロ
ミ

イ
シ
カ
キ

石
垣
 
㊧
晒

イ
シ
カ
ケ

ヲ
ヌ
シ

御
主
 
㊧
㎜

ヲ
ノ
シ

ヲ
ナ
ジ
コ
ト

旧
事
 
㊧
m

ヲ
ン
ナ
ジ
コ
ト

レ
ン
チ
ヨ
ク

廉
直

リ
ン
チ
ョ
ク

ク
ワ
ン
ド

官
途
 
㊧
堺

ク
ワ
ン
ド
ウ

ク
ガ．
陸
・

コ
ガ

ク
ス
ノ
キ

樟
 
レ
㊧
㎜

ク
ノ
キ

ア
タ

仇
，
一
㊧
㎜

ア
タ
ン

ツ
ゴ
モ
リ

晦
 
一
㊧
㎜

ツ
モ
ゴ
リ

サ
カ
シ
マ

倒サ
カ
サ
マ

モ
グ

投ムク
．

ニ
ジ

虹
・
ミ
ヤ
ウ
ジ

ヒ
ラ
ツ
ク

ヒ
リ
ツ
ク

イ
ミ
ア
ケ

忌
明
㊧
鰯

ユ
ミ
ア
ケ

ヲ
グ
シ

御
首
 
㊧
螂

ヲ
ゴ
シ

ヨ
ヒ
ト

夜
一
 
㊧
π

ヨ
ツ
ヒ
ト

ナ
カ
く

中
々
 
㊧
1
0

ナ
ツ
カ
く

ヤ
ハ
リ
．

矢
張
 
㊧
鰯

ヤ
ツ
ハ
リ

．萄禦細網甥誤夷影狸多
F，μク・怨ヅ＿トス1スキド

    ＠ q｝ ・＠
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ド
ニ
マ
ヨ
ウ

途
迷
、
㊧
蹴

ド
ウ
ニ
マ
ヨ
ウ

キ
ノ
ウ

昨
日
 
㊧
㎜

キ
ン
ノ
ヴ

タ
イ
リ
ヤ
ク

大
略
㊧
卿

タ
イ
ラ
ク

ナ
ヘ
メ
ナ
ラ
ズ

不
斜
㊧
6

ナ
ノ
メ
ナ
ラ
ズ

コ
ン
ボ
ウ

懇
望
 
㊧
拠

コ
ン
ボ
ン
 
 
 
'



メ
イ
ヨ

名
晋

メ
ン
ヨ

VJ是ゼ

ピ非ヒ
叢書

ン

ミ
ロ
マ
サ
カ

美
作

イ
マ
サ
カ

㊧
脚

㊧
5
3

㊧
脳

サ
イ
レ
イ

祭
禮

サ
イ
リ
ヤ
ウ
．

セ
ツ
タ
イ

接
待

セ
ン
タ
イ

ヲ
シ
ヤ
ウ

和
尚
．
㊧
7
3

ヲ
Y
シ
ヤ
ウ

カ
ン
ビ
ヤ
ウ

看
病

．
カ
イ
ビ
ヤ
ウ

シ
ユ
ミ
ヤ
ウ

．
取
名

シ
ミ
ヤ
ウ

チ
ク
シ
ヤ
ゥ

畜
生
㊧
㎜

ツ
ク
シ
ヤ
ウ

量臨二

㊧
鵬

ゴ
ク
ハ
ッ

五
月

ゴ
ン
ク
ハ
ッ

セ
ギ
ヤ
ウ

施
行
⑤
m

セ
ン
ギ
ヤ
ウ
．

ジ
ユ
ウ

自
由
．
㊧
蜘

ジ
ョ
ウ

ヒ
ト
ヒ一

田
 
㊧
胴

ヒ
ツ
テ

タ
タ
イ
マ

只
今
 
㊧
2
4
、
2
8
．

タ
ッ
タ
イ
マ

糠
ン  イ

サ
ゼ
ン

座
輝

ジ
ヤ
セ
ン
．

ギ
ヤ
ウ
ト
ウ

．
行
導

ピ
ヤ
ウ
ド
ウ

テ

ン

ノ、

ウ

且多

方バ
  ウ

フ
ル
マ
イ

振
舞

フ
レ
マ
．
イ

ψ
リ
ツ

呂
律

ロ
レ
ツ

ホ
ン
プ
ク

本
復

ホ
ン
ボ
ク

ム
ロ
マ
チ
 

室
町
・
㊧
備

モ
ロ
マ
チ

コ
カ
ウ

五
合

ゴ
ン
カ
フ

シ
ユ
ン
レ
イ

巡
礼

ズ
ン
デ
イ

シ
ン
ロ
ウ

辛
労

シ
ン
ド
ウ

コ
ン
キ
ウ

困
窮

コ
ン
キ
．
」

㊧
描

ア
サ
ゴ
ト

朝
毎
㊧
脚

ア
サ
ゴ
．
ツ
テ

ジ
ユ
ン
ノ
マ
イ

順
舞

ズ
ン
ノ
マ
イ

ガ
ツ
シ
ヤ
ウ

、
合
掌
㊧
m

ク
ワ
ツ
シ
ャ
ゥ

ヒ
ガ
ン

彼
岸
㊧
㎜

ヒ
ン
グ
ワ
ン
．

ク
ワ
ク
ラ
ン

窪
齪
 
㊧
柵

バ
ク
ラ
ン

シ首豊

ビ尾ビ

㊧
蜘

リ
ウ
グ
ウ
ド

龍
宮
㊧
㎜

リ
ウ
ゴ
ン

ヲ蘇？

3生寿
ガ  へ

拗り
135

ニ
ク
ワ
ツ

ニ
月
㊧
捌

ニ
ン
ク
ワ
ツ

イ
ン
ス

員
数

イ
ン
ジ
ヤ
．
ウ

イ
 
 
ス

三
子

．
ユ
 
．
ス

「
㊧
燭

ジ
ユ
ツ
ナ
イ

秘
術
．
㊧
㎜

．
ヅ
ツ
ナ
イ

灘ガ
ン死シ

＠
190'

ナ：地ナ

へ震イ

・＠

676 ・．

ボ
ツ
ラ
ク

没
落

ボ
ツ
タ
ク

ジ
ド
ウ

興
野

シ
ユ
‘
ド
ウ

モ
ク
ヨ
ク

沐
浴
 
㊧
鵬

モ
ク
ロ
ク

シ
ユ
モ
ツ

腫
物
㊧
捌

シ
ン
モ
ツ

ヨ
ジ
ツ

絵
日
 
△
2

ヨ
ゼ
ツ

1潔
ン

セ
イ
ジ
ン

．
成
人

セ
イ
ジ

シ
ク
バ
ツ

四
月
 
㊧
捌

シ
ン
ク
ハ
ツ
 
 
、

セ
イ
モ
ン

誓
文
㊧
脚

セ
ン
モ
ン

 
ト
ウ
シ

唐
紙
．
㊧
獅

ト
ウ
シ
ユ

霧
'＠
 408

チ
イ
サ
ガ
タ
ナ

小
刀
 
㊧
脚
，

チ
シ
ヤ
ガ
タ
ナ

霧
ブ  ク

ク  ロ

ロ

キ
ン
シ

・
金
練

キ
ン
シ
ヤ

ジ
キ
ロ
ウ

食
籠
・
㊧
姐

ジ
キ
リ
ヤ
ウ

ハ
ン
シ

半
紙

ハ
ン
シ
ユ

ト
ピ
ク
チ

鳶
口
 
㊧
獅

ト
ン
ビ
ク
チ
．

ヌ
タ
ア
へ

三
聖
㊧
麟

ノ
タ
ア
へ

ナ
リ
ク
ダ
モ
ノ

生
果

ナ
リ
ケ
ダ
モ
ノ

イ
ワ
ナ
シ

磐
梨
㊧
鵬

イ
バ
ナ
シ

ぎ玄y

k”i
コ．  コ

一＠

314

4

シ
 
ユ
ク
ラ
ウ

宿
老
．
㊧
認

シ
ク
ロ
（
ウ
）

 
ワ
ウ
イ

王
位
，

ワ
ウ
イ
ン

ゲ

ホ
カ
イ

行
器
㊧
柵

ホ
ツ
カ
イ

 
 
 
 
 
 
 
9

ゾ
ウ
リ

草
履
 
㊧
姫

ジ
ヤ
ウ
リ

1聾
リ リ

＠
一428

Y7松7，

ヤ脂ヤ
ネ  ニ

＠
422

衆位A
イ牌イ

＠
'383

モ
メ
ン

木
綿
．
㊧
鰯

モ
ン
メ
ン

ト
カ
ケ

龍
子
 
㊧
㎜

ト
カ
キ

タ
ニ
シ

田
螺
㊧
鵬

タ
ノ
シ

ダ
イ
コ
ン

大
根
．
㊧
脚

ダ
イ
コ

コ
タ
カ
ジ
ヤ
ウ

鷹
匠
㊧
錨
、

タ
カ
ン
ジ
ヤ
ウ

ア
キ
ジ

青
盲
．
㊧
娚

ア
キ
ジ
リ

シ
シ
ヤ
ウ

師
匠
㊧
麟

シ
ユ
シ
ヨ

懲診
ジ守ジ

  ユ

ズ
キ
ン

頭
巾
㊧
謝

ズ
ツ
キ
ン

チ
ヤ
セ
ン
 

茶
第
㊧
輔

チ
ャ
ツ
．
セ
ン

ダ
ン
セ
ン

團
扇
．
㊧
鋤

ダ
イ
セ
ン

コ
 
 
リ
 
 

骨
柳
㊧
謝

コ
ウ
リ

 
ニ
ヤ
ウ
ハ
チ

．
鏡
鍼
．
㊧
罰

ミ
ヤ
ウ
ハ
チ

ニ
ク
ケ
イ

肉
桂

ニ
ツ
キ

ク串ク
ソ    ソ
ヲ飽ア
ビ  ハ

  ビ
㊧
．589

  ＼

ム
メ
ボ
シ
 

梅
干
㊧
蹴

ム
メ
ボ
ウ
シ

コ
ホ
ウ

牛
房
㊧
鵬

ゴ
ン
ボ

多鵬
ナ那ナ

ン

＠・
349

雛
ウ

＠
296

馨
ラ
ウ
カ

廊
架

ラ
ウ
カ
ン

騨お
シJLNシ
ミ  ン

＠
392

チ
ヤ
キ
ン

茶
巾
㊧
．
妬
 
．

チ
ヤ
ツ
キ
ン

タ
ン
ケ
イ

短
藥
㊧
謝

タ
イ
ケ
ン

豊尿壱

ヒ瓶ン

ン

＠
409

カ
ウ
ロ

香
燈
㊧
．
姻

ー
カ
ウ
ロ
ン

ブ
ン
ド
ウ

分
銅
㊥
脳
．

フ
ン
ド
．
ン

ミ
ヘ
ズ
ロ

蛆
矧
．
㊧
謝

メ
、
ズ

多菓多

シ子シ

ン

＠
577

ビ枇ビ

ャ杷ハ

＠・

267

レ
キ歴

々
 
㊧
瑚

レ
ツ
キ
、

シ
ヒ
ト

死
人
 
㊧
齪

シ
ブ
ト

ゲ書ギ

パ婆パ

A
 10

ゲ
ン
ク
ワ
ン

玄
關
 
㊥
蹴

グ
ン
．
ク
ワ
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麟
覇
救
世
話
類
聚
、
吠
騨
林
か
た
事
な
を
し
 
一
『
か
た
こ
と
』
の
系
譜
 
そ
切
ニ
ー

0

P

こ

r



卜

イ
ヤ
．
ル
ジ
．
．
 
イ
シ
ナ
ド
リ
．
 
 
．
セ
イ
シ
 
 
．

家
主
 
 
 
」
 
 
投
．
石
 
 
 
 
 
 
勢
至
 
㊧
6
4

イ
ハ
ラ
ジ
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
シ
ナ
ゴ
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
イ
シ
ュ

ジ
チ
ヤ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
．
ウ
タ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
 
ミ

仕
丁
 
㊥
8
1
．
 
 
迂
誕
 
 
 
 
 
 
紡
錘

ツ
チ
ヤ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
ウ
サ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
 
ム

デ
ン
ガ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
 
土

田
楽
⑤
珊
 
．
紫
衣

レ
ン
ガ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ュ
エ

 
 
（
三
字
の
も
の
3
3
句
、
但
し
阿
弥
陀
寺
な
四
字
句
）

シ
ヤ
ク
ナ
ン
ゲ
 
 
 
 
 
・
ケ
イ
ト
ウ
ケ
 
．
 
 
 
 
 
イ
ハ
ラ
シ
ヤ
ウ
ビ

石
角
花
 
㊧
螂

シ
ヤ
ク
ナ
キ

ヌ
 
カ
 
コ

零
鯨
子
 
㊧
限

ム
 
カ
 
コ

ミ
ヒ
ヤ
ウ
ノ
ハ
シ

御
廟
橋
㊧
㎝

ミ
ミ
ャ
ゥ
ノ
ハ
シ

シ
エ
リ
ケ
ン

手
裏
劔
㊧
蜘
、

シ
リ
ケ
ン

レ
イ
ジ
ン
ノ
マ
ヒ

伶
．
人
舞
㊧
謝

レ
ン
ジ
ノ
マ
ヒ

 
必
バ
バ

柳
馬
場
㊧
2

 
バ
ン
バ

マ
ン
ジ
ユ
ジ

・
萬
壽
寺
 
㊥
珍

マ
ン
ヂ
ヨ
ウ
ジ

フ
ツ
ク
ワ
ウ
ジ

佛
光
寺
㊥
1
8

ブ
ン

シ
ン
セ
ン
エ
ン
．

沸
泉
苑
．
㊧
㎝
・

シ
デ
ン
デ

キ
ラ
・
コ
へ
 
．

雲
母
越

ク
ラ
、
コ
へ

鶏
頭
花
 
＠
鵬

ケ
ト
キ

ニ
ン
ジ
ン

胡
羅
萄

ネ
ン
ジ
ン

ヲ
ト
ヘ
イ

一
昨
日
 
㊧
脚

ヲ
ト
ツ
イ

ユ
ウ
ヅ
キ
ヨ

タ
月
夜
 
㊧
鰹

．
ヨ
イ
ツ
キ
ョ

ニ
ョ
イ
シ
ユ

如
意
珠

ヨ
リ
フ
シ
ノ
タ
マ

シ
ヤ
カ
ド
ウ

三
三
堂
＠
㎜

シ
ヤ
カ
ン
ボ
ウ

ケ
ン
ニ
ン
ジ

建
仁
寺
㊧
研

ケ
ン
ネ
ン
ジ

フ
ツ
ダ
ジ

」
佛
陀
寺
 
㊥
2
4

 
．
ダ
、

織
笠
鑑

 
 
キ

．
太
平
記
⑳
媚

 
 
ケ

茨
薔
薇
 
㊧
謝

イ
ハ
ラ
セ
ウ
ベ
ン

サ
 
ヘ
 
ケ

大
角
豆
 
⑱
蹴

サ
 
・
ギ

ハ
ブ
タ
へ

羽
二
重
 
㊧
細
「

（
ハ
ブ
タ
イ
）

ナ
ガ
レ
ク
ワ
ン
ヂ
ヤ
ウ

流
灌
頂
 
⑳
恥

・
ナ
ガ
レ
カ
ン
ヂ
ヨ

コ
ザ
ト
ヘ
ン

小
阜
肩
 
㊧
㍑
．

コ
ザ
ル
へ
》

ユ
イ
キ
ヤ
ウ
キ
ヤ
ウ

遺
教
経

イ
キ
キ
ヤ
ウ

セ
イ
グ
ハ
ン
ジ

誓
願
寺
 
㊧
晒
．

セ
ンマ

ツ
ケ
イ
ジ

．
末
慶
寺
・

マ
ン
ケ
ン

ニ
ヨ
ホ
ウ
ブ
ツ

如
法
佛

 
ホ
ン

ヲ
ト
モ
セ
ス

、
不
レ
為
レ
音
．
㊧
膨

 
 
 
 
 

ヲ
ト
モ
シ
カ
イ
テ

ヂ
ツ
キ
ョ
 
、

蟄
居

チ
ョ
、
コ
リ

テ
キ
お

與
的

テ
ツ
キ
リ

 
ハ
ン
ゲ
シ
ヤ
ウ

半
夏
生
 
㊧
罰

 
ハ
ゲ
ツ
シ
ヤ
ウ

 
イ
 
 
ロ
 
リ

園
炉
裏
 
㊧
脚

 
ユ
 
ル
リ

 
エ
ホ
 
シ

、
鳥
帽
子
㊧
鵬

 
ヨ
 
ホ
 
シ
 
．

 
タ
ン
シ
ヤ
ウ
ニ
チ

誕
生
日
 
．
㊧
粥

 
タ
イ
シ
ヤ
ウ
ニ
チ

 
ナ
イ
ダ
イ
ジ
 
 
ロ
 

無
大
事
㊧
斑

 
ダ
ン
ナ
イ

 
ナ
ン
ゼ
ン
ジ

南
町
寺
 
⑳
脇
．

 
ナ
イ
ゼ
ン
ジ
 
「

．
グ
セ
イ
ジ

弘
誓
寺

 
ブ
セ
ン

 
ア
ミ
ダ
シ

阿
彌
陀
寺
㊥
2
5

 
 
ダ
イ

ビ
ク
ニ
、

比
丘
尼
㊧
脳

 
 
．
 
ニ
ン

 
ヌ
ザ
バ
リ
モ
ノ

主
張
者
．

 
ノ
サ
バ
リ
モ
ノ

ヲ
フ
ワ
ク
｝
 

．
．
 
サ
ン
コ
ウ
シ
ヅ
メ
ル
 
．
カ
ト
ウ
ギ

柾
惑
者
 
 
 
 
 
三
業
静
 
 
 
 
 
加
棟
木

ヲ
、
チ
ヤ
ク
モ
ノ
 
 
 
 
サ
ン
コ
シ
ツ
マ
ル
 
 
 
 
カ
ツ
ヲ
キ

 
 
（
四
字
の
も
の
牛
句
）

鼎
舞
窟
 
舞
驚
．
鶏
．
「
蝶
鎌
褥
雛

ジ
．
ン
ツ
ウ
本
ウ
ベ
ン

神
通
方
便
㊧
謝

り
ン
ツ
ウ
ホ
ウ
ベ
ン

 
 
 
重
言
雑
一
一
・
。
重
言
音
訓
付
左
「
か
た
こ
と
」
と
関
わ
る
し
の
の
み
を
挙
嘆

（
一
字
の
も
の
4
句
）
 
推
 
㊧
鋤

 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
ヲ
シ
ズ
イ

．
（
二
字
の
も
の
9
7
句
）
入
府
㊧
蹴
 
黄
疸
㊧
娚
．
沽
 
却
 
 
（
㊧
脚
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
ウ
ブ
イ
リ
 
 
 
 
キ
ワ
ウ
タ
ン
 
 
 
 
ウ
リ
コ
キ
ヤ
ク
ス
．

 
陳
皮
㊧
珊
．
．
晩
 
鐘
㊥
㎜
 
萬
事
㊧
劉
親
者
．
㊧
蹴

 
チ
ン
ヒ
ノ
カ
ハ
 
 
 
 
イ
リ
ア
イ
ノ
カ
ネ
 
 
 
 
ハ
ン
ジ
ノ
コ
ト
 
 
 
 
ヲ
ヤ
ジ
ヤ
モ
ノ

悔
シ
弊
鑑
論
ウ
シ
諸
競

（
三
字
の
も
の
6
句
）
 
・
一

（
四
字
の
も
の
5
句
）
」
1
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
．
 
 
 
、

 ．

@
．
重
言
不
復
雑
言
．

（
二
字
の
も
の
2
8
句
）
．
一

 
 
．
旧
来
三
曲
二
言

（
二
字
の
も
の
1
9
句
）
 
i
．
・
 
 
 
 
 
、
、
．
 
 
 
 
．

 
 
．
以
錯
謬
伝
（
こ
．
．
の
語
は
㊧
．
4
）
雑
言
口
．
 
 
 
 
 
 
、

・
（
二
字
の
も
の
1
3
句
）
等
閑
㊧
」
 
此
方
⑧
阻
・
．

（
三
字
の
も
分
6
句
）
果
報
者
㊧
脇
．
因
果
人
㊧
脇

（
四
字
の
も
の
4
句
）
無
如
在
入
㊧
2
新
米
大
一
豆
鶏

 
 
 
 
 
 
ダ
 
 
 
 
 
 
 
ス
 
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ

 
 
 
誰
与
不
託
雑
言
託
野
付
二
円
圏
一
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栢
 
蜘
厨
 
蟄
 
の
如
く
同
音
語
を
あ
げ
、
区
別
の
点
を
附
す
。
ア
ク
セ
ン
ト

に
注
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

挙
ぐ
る
所
5
2
語
。
 
（
○
頁
）
 
・

 
 
 
讐
喩
雑
言
口
 
（
如
ニ
ー
一
の
形
、
㎜
句
）
．

（
三
字
の
も
の
1
1
句
）
 
i

 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
 
ニ
 
ル
カ
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
ル
カ
 
ヲ

（
四
字
の
も
の
5
8
句
）
如
二
狼
著
7
衣
i
㊧
1
3
 
如
二
皿
盛
7
桃
一
⑨
窩

 
 
ル
カ
 
 
ノ
 
ヲ

 
如
レ
算
二
十
三
一
1
㊧
鵬

（
五
字
の
も
の
4
4
句
）
 
t

（
六
字
の
も
の
1
1
句
）
 
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
ニ

（
八
字
の
も
の
4
句
）
如
三
法
論
味
噌
遇
二
戸
雨
一
1
㊧
描

 
 
 
百
物
附
 
 
（
悉
く
四
字
句
）

 
モ
シ
キ
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

頼
 
物
一
1
0
．
句
嬉
物
一
1
0
句
惜
物
1
1
0
句
危
物
1
1
0
句
 
無
益
物
1
1
0
句

 
ナ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
ル

見
事
物
一
1
0
句
 
無
用
物
」
ユ
0
句
 
不
レ
三
物
1
1
0
句
 
斜
酌
物
1
1
0
句

三
度
物
i
1
0
句
 
合
計
㎜
句
一

 
以
上
で
 
世
話
類
聚
大
尾
と
な
り
、
こ
の
後
に

 
 
 
 
 
ニ
シ
テ

●
賊
 
硯
海
波
平
 
浮
島
禿
筆
【
以
下
引
句
が
あ
っ
て
終
り
、
続
い
て
世
話
類
聚
拾

遺
 
と
し
て
次
の
二
葉
が
附
け
ら
れ
て
い
る
。
拾
遺
は
「
片
言
」
（
一
部
重
言
）

に
関
す
る
も
の
で
5
5
語
、
岩
瀬
本
以
外
の
本
に
は
本
文
の
「
片
言
」
の
条
の
適

当
な
所
に
追
加
し
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
字
数
の
別
や
片
言
と
重
言
の
分
類
も

な
く
、
得
る
に
任
せ
て
拾
遺
し
、
書
き
足
し
た
形
。
従
っ
て
こ
の
形
の
残
る
岩

瀬
本
が
原
形
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
 
．
‘
、

世
話
類
聚
拾
遺

 
 
片
言
附
重
言
託
音
付
左

ミ
エ
イ
コ
ウ

御
影
講

ヲ
 
メ
 
コ

ヲ
ヘ
イ
コ
ウ

御
幣
講

ヲ
 
ヘ
 
コ

エ
 
マ

糟
墨
謝
翫
．

エ
ン
マ

 
レ
イ

葬
礼

サ
ウ
レ
ン

 
ノ
テ
ン
シ
ン

五
條
天
神

 
 
テ
ン
シ

エ
ン
ド
ウ

一
三

エ
ン
ト
ウ
マ
メ

パ
カ
リ

計
 
1
㊧
価

バ
ツ
カ
リ

ア
ン
ド

行
燈
 
㊧
獅

ア
ン
ド
ン

マ
ス
カ
キ

桝
掻
 
㊥
脳

マ
ス
カ
ケ

シ
ユ
キ

腫
氣

シ
 
キ

シ
ウ
セ
ン

集
銭

シ
ユ
セ
ン

エ
ノ
コ

狗
子

エ
ノ
コ
ロ

一
木
子
午

ミ
エ
イ
ク

御
影
供

ミ
 
エ
 
ク

ナ
ン
テ
ン

・
南
天
 
 
㊧
臨

ナ
ツ
テ
ン

コ
イ
ツ
ソ
ク

 
一
足

．
イ
ソ
ク
ノ
ァ
シ

ユ
ウ
レ
イ

幽
難

ユ
ウ
レ
ン

ハ
ナ
カ
ミ
ブ
ク
ロ

鼻
紙
袋

ハ
ナ
ガ
ン
フ
ク
ロ

ク
ワ
ン
ゲ
ン

管
絃

ク
ワ
ゲ
ン

キ
ン
コ
ホ
ウ

禁
鋼
棒

キ
リ
コ
ノ
ホ
ゥ

ハ
ン
シ

半
紙

ハ
ン
シ
ノ
カ
ミ

イ
チ
ガ
ン

一
眼

イ
チ
ガ
ン
ノ
メ

シ
ヤ
ウ
ジ
ン

精
進
 
 
㊧
1
8

シ
ヤ
ウ
ジ

キ
セ
ル

煙
管

・
キ
セ
リ

シ
ヤ
ウ
ベ
ン

小
便

シ
ヤ
ウ
ベ

メ
ウ
シ
ン
ジ

妙
心
寺

メ
ウ
セ
ン
ジ

キ
ウ
グ
ツ

窮
屈

キ
ン
ク
ツ

正
月
 
 
㊧
謝

シ
ヨ
ン
グ
ワ
ツ

ム
シ
ョ
ロ

即
処

ム
シ
ヨ
ド
コ
ロ

ジ
ン
メ
 

神
馬

ジ
ン
メ
ノ
ム
マ

ス
キ
ト
コ

與
レ
透
・

ス
ツ
キ
リ
ト

ホ
タ
ル
 
 
 
 
 
テ
ウ
 
 
 
 
 
 
ハ
グ
キ
 
 
 
 
 
 
 
ル
ツ
ウ

螢
 
一
㊥
卿
 
蝶
 
 
 
 
 
噺
 
 
 
 
．
流
通

ホ
タ
ロ
 
 
 
 
 
チ
ヨ
テ
ウ
 
 
 
 
 
ハ
コ
キ
 
 
 
 
 
 
 
ズ
ツ
ウ

ホ
ン
コ
 
 
 
 
 
シ
ヨ
ム
ワ
ケ
 
 
 
 
 
ハ
ナ
ヲ
 
 
 
 
 

チ
ウ
シ
ユ

反
古
 
㊧
鰯
 
所
務
分
 
㊧
獅
 
鼻
緒
 
 
 
 
中
酒

ホ
ウ
グ
 
 
 
 
 
 
シ
ヤ
ウ
ブ
ワ
ケ
 
 
 
 
 
ハ
ナ
ゴ
 
 
 
 
 
 
チ
ウ
シ
ン

 
 
ソ
テ
ブ
ク
リ
ン
 
 
 
 
 
 
シ
ヤ
ノ
コ
ロ
モ
 
 
 
 
 
 
ア
マ
ノ
ジ
ヤ
キ

 
 
袖
覆
輪
 
 
 
 
 
捨
之
衣
 
 
 
 
 
天
邪
鬼

 
 
 
ブ
ク
リ
 
 
 
 
 
 
 
シ
ヤ
ノ
シ
ヤ
ノ
コ
ロ
モ
 
 
 
ア
マ
ノ
ジ
ヤ
コ

 
 
バ
ン
ケ
イ
 
 
 
 
 
 
 

ブ
ン
ゲ
ン
 
 
 
 
 
 
 

ジ
ュ
バ
ン

 
 
晩
景
 
 
 
 
 
分
限
 
 
 
 
 
嬬
衿

 
 
バ
ン
ケ
 
 
 
 
 
 
 
 
フ
ゲ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
ジ
バ
ン

 
 
エ
タ
 
 
 

シ
ヤ
ウ
レ
ウ
 
 
モ
ト
ユ
イ
 
 
 
ガ
ツ
テ
ン

 
 
臓
多
 
㊧
鵬
 
聖
難
 
㊧
珊
 
元
結
 
㊧
娚
 
三
三

 
 
エ
ツ
タ
 
 
 
 
 
シ
ヤ
ウ
ラ
イ
 
 
 
 
モ
ツ
ラ
ン
、
 
 
 
ガ
チ
ン

贈囎

f
世
話
類
聚
、
・
娠
鯉
赫
か
た
事
な
を
も
 
一
，
『
か
た
こ
と
』
の
系
譜
・
そ
の
ニ
ー
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ヤ
ガ
テ
 
 
 
 
 
 
ハ
ツ
ケ
イ
 
 
 
 
 
 
 
ネ
ン
ブ
ツ
 
 
 
 
 
 
 
サ
ミ
セ
ン

頓
 
一
㊧
脚
 
八
景
 
 
 
 
 
 
三
三
 
 
 
 
 
 
・
三
味
線
 
㊥
η

ヤ
ン
ガ
テ
 
 
 
 
 
ハ
ツ
ケ
．
 
 
 
 
 
 
 
ネ
ブ
ツ
 
 
、
 
 
 
 
 
シ
ヤ
ミ
セ
ン

筆
冨
羅
、
癬
 
 
駿
 
 
饗
㊧
・

 
備
考
 
拾
遺
の
前
の
頁
は
余
白
で
、
種
彦
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
拾
遺
の
内

 
 
 
 
容
に
関
す
る
も
の
な
の
で
、
左
に
掲
げ
る
つ
（
」
は
原
本
の
改
行
。
）

柳
亭
日

 
ミ
ェ
ク
 
片
言
ニ
ア
ラ
ズ
 
切
子
ノ
棒
 
幕
串
の
類
ヲ
云
 
二
三
ト
ハ
別
物

 
也
」

 
ナ
ン
テ
ン
チ
ヨ
ク

 
南
天
燭
が
正
音
也
エ
ン
マ
古
言
也
エ
ウ
マ
の
音
便
シ
ャ
ウ
ジ
ミ
ト

 
云
が
古
言
也
」
シ
ヤ
ウ
ジ
ト
モ
い
ふ
べ
き
鰍
 
キ
セ
リ
 
古
ク
か
く
も
い
へ

 
り
語
意
考
え
ざ
れ
ば
い
つ
れ
が
」
是
な
る
を
知
ら
ず
今
ハ
キ
セ
ル
ト
云
 
ア

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ
マ

 
ン
ド
ン
古
グ
か
く
い
へ
り
ド
ウ
の
ウ
文
字
を
」
は
ね
て
い
ふ
 
馬
ヲ
ン
マ
ト

 
い
ふ
に
同
じ
 
子
ブ
ツ
。
ン
ヲ
は
ぶ
き
て
い
へ
る
も
古
キ
」
例
な
り
音
ノ

 
ン
と
と
な
ふ
る
も
片
言
に
あ
ら
ず
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
ジ
ユ

 
ズ
ズ
ハ
よ
し
ジ
ユ
ズ
ハ
片
言
な
り
数
珠
が
正
音
也
ジ
ユ
ノ
か
へ
し
ズ
也
」

 
ハ
ナ
カ
ン
袋
も
片
言
に
ハ
あ
ら
ず
 
ミ
ヲ
ン
ト
は
ね
る
 
つ
ね
の
こ
と
な
り

 
か
ん
ざ
し
ハ
か
ミ
さ
し
也
」

 
此
作
者
漢
学
者
に
ハ
 
和
語
に
ハ
く
ら
き
人
也
」

5
、
世
話
類
聚
に
み
る
『
か
た
こ
と
」
の
投
影
の
数
字
的
表
示

 
世
話
類
聚
は
、
言
わ
ん
と
す
る
項
目
を
そ
れ
ぞ
れ
字
数
（
工
数
）
で
分
別
表

示
し
て
い
る
。
之
ら
を
｝
語
一
句
と
し
て
捉
え
る
と
凡
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

正A
篇本
≡i文
旧
套
甲

三
三

雑
面

B
、

 
片
言
…
…
3
…
・
…
・
脚
〃

 
重
言
…
…
…
…
…
皿
〃

 
重
言
不
復
…
…
…
2
8
〃

 
旧
来
一
曲
…
…
…
1
9
〃

 
以
錯
謬
伝
…
…
…
2
3
・
〃

 
説
与
心
逸
…
…
…
5
2
〃

 
讐
喩
…
…
…
…
…
鵬
〃

 
百
物
（
四
恩
）
…
珊
〃

 
 
計
 
一
、
一
四
二
語
句

拾
遺

 
片
言
附
重
言
…
…
5
6
語

 
 
陸
生
 
一
、
一
九
八
語
句

'

右
の
中
に
投
影
せ
る
『
か
た
こ
乏
』
の
項
目
番
号
を
示
す
と
左
の
通
り
で
、

『
か
た
こ
と
」
巻
一
か
ら
巻
五
に
至
る
全
㎜
条
の
中
か
ら
万
遍
な
く
取
材
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
る
。

260

261

262

263

270

271

276

277

278

279

280

281

281

283

284

285

286

291

291

291

199

201

202

207

211

215

220

221

222

226

232

237

240

242

248

248

249

254

256

258

111

113

115

117

118

127

131

135

140

1，4 1

144

150

1．58

165

169

170

177

178

188

190

 2

 4

 7

10

13

13

14

16

18

24

，25

32

52

53

67

73

75

77

108

110

'
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790

791、

792

794

796

 
同

番
号
の
あ
る

'は

 、

そ

の
回

数
だ
け

別
々

に
引
用
さ

れ

617

618

621

624

625

627

660

663

676

742

744

755

760

761

764

765

766

778

78！

789

535

536

544

555

561

562

568

576

577

579

585

588

589

592

594

602

606

607

612

615

435

436

439

443

465

468

479

480

482

493

498

500

506

514

516

516

517

521

533

534

383 291

385 293

390 294

391 295

392 296

397 300

402 302

403 303

407 310

408 314

409 316

411 331

413'346

415 348

416 349

418 355

422 356

427 358

428 361

430 371

て
い
る
も
の
）
計
鰯
項
。

 
な
お
『
浮
世
鏡
第
三
」
と
一
致
す
る
項
2
3
、

 
「
か
た
こ
と
百
廿
ケ
条
』
と
一
致
す
る
項
が
3
あ
る
。

世
話
類
聚
の
全
語
句
｝
、
一
四
二
、
之
に
投
影
し
た
「
か
た
こ
と
」
鰯
項
の
比

率
は
1
6
％
で
あ
る
。
こ
れ
を
更
に
片
言
の
部
の
み
に
絞
っ
て
対
比
す
る
と
、

 
世
話
類
聚
の
片
言
 
㎜
項
に
「
か
た
こ
と
」
の
投
影

 
 
 
〃
 
 
重
言
 
皿
項
に
 
 
 
 
〃

 
同
拾
遺
の
片
言
5
6
語
に
．
 
〃

と
な
り
、
両
者
の
関
連
の
密
な
る
を
知
る
。

6
、
 
『
か
た
こ
と
』
の
系
譜
線
上
よ
り
見
る
世
話
類
聚

 
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

燭
項
…
6
4
％

15

?
c
1
3
％

11

?
c
2
0
％

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
世
話
類
聚
は
「
世
話
」
の
語
を
冠
し
、
こ
れ
に

関
連
す
る
語
句
を
収
集
し
、
文
字
数
に
よ
っ
て
類
別
し
た
も
の
。
而
し
て
全
篇

に
亘
り
「
か
た
こ
と
』
の
投
影
が
見
ら
れ
、
殊
に
「
片
言
」
の
部
に
お
い
て
極

め
て
濃
厚
で
あ
る
。

 
「
世
話
」
を
冠
す
る
書
と
し
て
は
先
に
俳
書
の
世
話
焼
草
（
世
話
蓋
ト
モ
ー

明
暦
二
）
あ
り
、
特
に
元
禄
8
年
に
出
た
『
世
話
重
宝
記
』
と
は
連
関
も
深
い

も
の
が
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
し
、
本
書
の
著
作
年
代
が
種
彦
の
い
う
貞
享
年

間
ま
で
は
遡
れ
な
い
に
し
て
も
、
池
上
本
巻
末
記
に
よ
り
少
な
く
と
も
享
保
1
5

年
以
前
で
あ
り
、
大
田
氏
の
推
察
に
み
る
藤
氏
松
月
と
同
一
著
者
で
あ
る
と
ぜ

ば
、
『
浮
世
呉
竹
』
と
の
つ
な
が
り
も
密
接
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
後
考
を
侯
つ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
「
か
た
こ
と
』
の
系
譜
線
上
の
、
し
か
も
比
較
的
早
い
時
期
の

著
作
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

二
蕨
懇
か
た
事
な
を
し

 
 
本
稿
は
日
本
文
学
研
究
1
4
号
『
か
た
こ
と
』
 
（
そ
の
一
）
の
二
の
㈲
「
か

 
 
た
こ
と
百
廿
ケ
条
』
に
つ
い
て
の
追
補
で
あ
る
。

1
、
元
禄
難
波
前
句
集
の
中
の
『
か
た
事
な
を
し
」

 
昭
和
5
5
・
7
・
1
6
、
天
理
図
書
館
で
、
秘
蔵
写
本
「
元
禄
難
波
前
句
集
』

 
（
仮
題
）
を
見
せ
て
頂
く
。
特
異
型
の
大
本
一
冊
（
但
し
三
冊
を
合
綴
し
た
も

．
の
）
で
、
用
紙
は
雲
母
引
刷
模
様
入
布
目
紙
、
縦
二
五
・
八
糎
×
横
二
〇
・
一

，
糎
、
丁
数
は
現
在
百
三
十
二
。
表
紙
の
裏
に
「
元
禄
六
酉
七
月
廿
七
日
表
具
師

田
申
吉
左
衛
方
よ
り
う
つ
し
来
る
」
と
あ
り
、
外
題
も
見
当
ら
な
い
の
で
、
仮

に
最
初
の
部
分
の
内
容
と
写
さ
れ
た
時
代
と
を
取
っ
て
、
元
禄
難
波
前
句
集
と

、
・
つ
。
．
f

し
 
秘
蔵
書
た
る
所
以
は
、
標
題
の
内
容
の
故
に
で
は
な
く
、
こ
の
本
を
修
理
す

べ
く
剥
が
し
た
際
、
紙
背
か
ら
西
鶴
の
自
筆
文
書
が
出
て
、
二
万
翁
の
署
名
や

か
き
は
ん

書
判
も
あ
り
、
か
く
て
特
別
貴
重
本
と
な
っ
た
も
元
来
は
袋
綴
じ
で
あ
つ
た

が
、
修
理
の
際
に
剥
が
し
て
裏
面
を
出
し
た
の
で
、
今
は
元
の
一
葉
が
二
葉
と

縄
輔
戯
世
話
類
聚
、
嫉
脚
林
か
た
事
な
を
し
 
ー
「
か
た
こ
と
」
の
系
譜
 
そ
の
ニ
ー
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し
て
綴
じ
ら
れ
、
．
表
も
裏
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
思
う
に
こ
の
本
は
、
西
鶴

ら
の
書
い
た
紙
を
裏
返
し
て
綴
じ
こ
み
、
メ
モ
帳
と
し
て
使
用
し
た
も
の
ら
し

く
、
内
容
は
標
記
の
前
句
集
の
外
、
幾
つ
か
を
あ
げ
る
と
、
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字

は
現
在
の
丁
数
）

か
た
事
な
を
し
（
8
1
1
3
）

狂
〔
漢
〕
詩
？
2
5

五
社
明
神
御
歌
 
2
7

仙
剤
奇
妙
湯
 
 
3
1

南
都
大
佛
縁
起
・
5
3
-
6
0

本
朝
六
十
余
別
 
6
4
1
6
6

大
峰
行
者
堂
 
 
6
7

〃
 
寄
進
物
覚
 
6
8
i
7
0

漢
詩
．
 
 
 
 
7
1

大
坂
大
佛
講
覚

過
去
帖

伝
記

七
高
僧
之
次
第

親
鷺
上
人

当
麻
寺
建
立
工
事

大
峰
・
1
勧
化
簿

数
へ
歌

書
か
れ
て
い
る
年
代
は
元
禄
三
、
四
、
五
年
で
あ
る
。

本
稿
で
検
討
す
る
の
ば
右
の
か
た
事
な
を
し
で
あ
る
。

な11396958988857472
ど  l  i  l l l
      98 94 87 84 73

さ
て
、
本
書
の
中
の
か
た
楽
な
を
し
は
8
枚
目
か
ら
始
ま
る
が
、
そ
の
1
3
枚
目

は
、 

 
五
色
の
ほ
め
や
う
に
次
第
有
事

m
掬
又
五
色
の
色
に
よ
の
 
…
…
…
…
…
…
 
有
と
て
も
 
人
乃
」

で
切
れ
て
い
る
。
次
の
1
4
枚
目
は
別
の
記
事
だ
か
ら
、
こ
の
間
に
落
丁
が
あ
る

の
だ
ろ
う
。

 
（
ア
ラ
ビ
ア
数
学
は
・
『
か
た
こ
と
』
考
 
付
録
そ
の
二
『
頭
注
か
た
こ
と
百

 
廿
ケ
条
』
に
つ
け
た
項
目
番
号
）

先
に
角
か
た
こ
と
考
』
 
（
笠
間
選
書
㎜
）
に
と
り
あ
げ
翻
字
．
し
た
「
か
た
こ
と

百
廿
ケ
条
」
の
原
本
は
、
国
会
図
書
館
本
（
木
版
）
で
あ
る
が
、
内
容
は
右
の

か
た
事
な
を
し
の
本
と
ほ
ぼ
同
じ
。
『
か
た
こ
と
』
め
一
支
系
と
し
て
、
「
か
た

事
な
を
し
」
 
（
或
い
は
「
片
言
な
ほ
し
」
）
の
名
で
行
わ
れ
て
い
た
写
本
を
、

木
版
出
版
す
る
に
当
っ
て
「
か
た
こ
と
百
廿
ケ
条
」
と
改
名
し
た
ら
し
い
。
出

版
日
は
不
明
だ
が
、
合
刻
さ
れ
た
「
な
に
は
お
そ
ま
き
は
な
し
の
た
ね
」
な
ど

か
ら
推
し
て
、
出
版
元
は
京
か
大
阪
で
あ
る
。

 
京
大
図
書
館
頴
原
文
庫
に
在
る
「
片
言
な
ほ
し
」
は
、
あ
と
書
に
拠
れ
ば
頴

原
謙
三
翁
（
上
関
博
士
の
尊
父
）
8
0
才
の
時
の
写
本
で
、
時
は
昭
和
1
8
・
2
・

1
6
、
で
あ
る
。
題
名
は
天
理
本
に
近
い
が
、
語
句
や
字
配
り
は
国
会
図
書
館
本

に
全
く
同
じ
。
或
い
は
こ
の
頴
原
文
庫
の
写
本
の
原
本
は
国
会
図
書
館
本
か
と

推
定
き
れ
る
。

蓋
し
国
会
図
書
館
本
の
蛛
の
裏
に
、
書
騨
あ
て
の
頴
原
退
蔵
博
士
の
手
紙
が
参
考
に
挟
ん
で
あ
り
、
・

曰
く
、
「
か
た
こ
と
の
本
は
大
変
珍
し
い
も
の
で
す
。
国
語
学
上
の
一
寸
面
白
い
資
料
だ
と
思
ひ
ま

し
た
。
云
々
」
と
あ
る
。
納
本
以
前
に
退
蔵
氏
が
一
閲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

2
、
天
理
本
の
写
本
「
か
た
事
な
を
し
」
の
文
字
・
語
句

．
こ
の
写
本
を
国
会
図
書
館
木
版
本
と
比
較
す
る
と
、

0り

ｿ
字
化
が
著
し
い

 
国
会
図
書
館
本
の
木
版
本
は
 
百
 
廿
 
な
ど
僅
か
に
2
2
字
の
漢
字
を
用
い

る
に
過
ど
な
か
っ
た
が
、
天
理
写
本
は
、

 
掬
又
五
色
の
色
に
よ
り

の
如
く
、
多
く
の
漢
字
を
使
っ
て
い
る
。
内
容
だ
け
を
書
写
す
る
場
合
は
、
漢

字
の
増
加
は
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。

㈲
文
字
字
句
の
異
動
が
あ
る

（ 196 ）



 
く
わ
ん
じ
つ

1
元
日
を
ぐ
ハ
ん
ぜ
っ
と
ハ
か
た
こ
と
も
と
の
日
と
か
く
な
り
（
木
版
本
）

 
く
わ
ん
じ
つ

一
元
日
を
ぐ
わ
ん
ぜ
っ
と
ハ
か
た
事
も
と
の
日
と
書
な
り
（
天
理
本
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
さ
て
こ
れ
よ
り
ハ
長
う
た
に
か
き
つ
穿
る
も
の
な
り
（
木
版
本
）

（
 
是
よ
り
永
寄
に
書
つ
ゴ
る
も
の
な
り
 
 
 
 
 
 
（
天
理
本
）

右
の
如
く
文
字
・
字
句
の
差
は
若
干
あ
る
が
、
し
か
し
中
味
の
大
様
は
同
じ
。

3
、
本
書
の
成
立
時
期

 
前
稿
（
日
本
文
学
研
究
1
4
号
の
娚
ぺ
上
段
）
で
「
刊
記
な
し
、
…
貞
享
・
元

禄
頃
の
刊
か
。
」
と
推
定
し
た
が
、
こ
の
元
禄
難
波
前
句
集
な
る
写
本
が
「
元

禄
六
酉
七
月
廿
七
日
…
う
つ
し
来
る
」
と
あ
る
に
よ
り
、
そ
の
写
本
の
中
の
一

部
た
る
本
書
か
た
事
な
を
し
も
元
禄
六
年
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。

（ 197 ）

鰐鞠

~
世
話
類
聚
、
頒
署
林
か
た
事
な
を
し
 
i
「
か
た
こ
と
」
の
系
譜
そ
の
ニ
ー


